
父
は
よ
く
母
の
枕
辺
に

腰
を
下
ろ
し
て
何
か
話
し
て
い
た
。

野
の
花
が
好
き
だ
っ
た
母
に
父
は

ど
こ
か
ら
か
小
さ
な
花
を

も
っ
て
来
て
う
れ
し
そ
う
に

見
せ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。

（
六
女
・
金
子
梅
子
「
父
母
の
思
い
出
」）

これまであまり注目されてこなかった、	
世界的哲学者の人生の同伴者・寿美。	
その生涯と家族のエピソードを紹介します。

企 画 展

令和
３年3/23 火〜9/26 日 ※�新型コロナウイルス感染症対策のため、

会場ではマスクの着用、手指の消毒、
検温にご協力をお願いいたします。

■企画展関連イベント

講演会 「幾多郎とかほくの女性たち」�
―�寅

と
三
さ
（母）、寿

こと
美
み
（妻）、高橋隅

すみ
（妹）・ふみ（姪）�

幾多郎をとりまく、かほく市出身の女性たちを紹介します。

［と き］4/24 土 13：30〜15：00	
［ところ］哲学館ホール	 【要申込／参加費無料】
［講 師］哲学館館長　浅見　洋

青空講座「幾多郎の短歌と植物」�
―�数多くの短歌を残した幾多郎。短歌にちなんだ植物の前で、�
幾多郎が詠んだ歌やその背景を紹介します。

［と き］�5/20 木 ※�幾多郎と寿美の	
結婚記念日 ・8/3 火 ※�寿美の納骨に	

ふるさとを訪れた日 	
13：30 〜 14：30	 16：00 〜 17：00

［ところ］哲学の杜
［協 力］幾多郎の歌の風景を楽しむ会

会期中 2F・喫茶テオリアにて

レアチーズケーキいちじくジャム添え�
������������ 350 円
亡くなった寿美の納骨のため
久しぶりに訪れたふるさとで、
幾多郎が詠んだいちじくの短
歌。これにちなんだ特別ス
イーツです。

【雨天中止／定員各20名／要申込、先着順	
� （各1ヶ月前から受付）／参加費無料】



企 画 展

令和
３年 3/23 火〜9/26 日
幾多郎と妻の寿美はいとこ同士で、仲の良い
幼馴染でした。画家を父にもつ寿美は着物の見
立てもよく、裁縫や料理、国文学の本を読むこ
とが好きでした。師範学校を卒業し小学校教師
（幼稚園保母）をしていた頃もあります。幾多
郎と結婚してからは、貧しさ、子どもの病や死など、
次 と々苦労が続きます。親族間の金銭問題で家
出し、激怒した義父より幾多郎と離縁させられた
ことも。しかし寿美は不平も言わず、子どもを育て、
家を守り、常に献身的に幾多郎の学究生活を支
えました。
寿美は 44 才のとき脳溢血で倒れ、会話はで

きるものの体を動かすことができなくなります。以
後寝たきりの状態となりますが、幾多郎にとってよ
き話し相手であることは変わりませんでした。幾
多郎は野の花が好きだった寿美に花を摘んでき
ては、古ぼけた源氏物語とともに枕辺に置いてい
ました。49 歳で寿美が亡くなり、幾多郎はこん
な言葉を残しています。

今は我家といふ如きものが消え失せて遠き国に
さまよふ旅人の様な心持ちがいたします
去
こ

年
ぞ

の秋 窓際植えし紅椿	
� 咲きか散らむ見る人なしに＊

これまであまり注目されてこなかった、世界的
哲学者の人生の同伴者・寿美。その生涯と家
族のエピソードを紹介します。
＊�大正 14.1.28 幾多郎が田辺元、久松真一に宛てた書簡。	
第二・三句「窓際近く植えし花」であったが同日の日記で書き換え。

西
田
幾
多
郎
書

「
無い
ち
じ
く

花
果
は
お
ほ
ぢ
の
君
の
庭
の
木
と
お
も
へ
ど
若
し
生
ひ
や
代
れ
る�

孫
寸
心
」

「
こ
の
あ
た
り
お
ほ
ぢ
の
君
の
家
跡
と
き
く
土
手
の
へ
に
女お
み
な
へ
し

郎
花
さ
く�

寸
心
」

四
十
年
ぶ
り
に
て
吾
を
い
つ
く
し
み
給
ひ
し
外が
い

祖そ

父ふ

母ぼ

の
村
を
過よ
ぎ

り
て

亡
く
な
っ
た
寿
美
の
納
骨
の
た
め
、
久
し
ぶ
り
に
ふ
る
さ
と
を
訪
れ
た
幾

多
郎
。
母
の
実
家
で
あ
る
祖
父
母
の
家
（
林
家
）
が
あ
っ
た
場
所
を
通
っ

た
際
に
詠
ん
だ
短
歌
で
す
。
そ
こ
は
、
い
と
こ
同
士
で
あ
っ
た
寿
美
の
祖

父
母
の
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。

寿
美
製
図
「
北
陸
道
地
図
」

寿
美
直
筆
「
平
面
幾
何
学
問
題
集
」

小
学
校
教
員
免
許
状

辞
令
「
七
尾
高
等
小
学
校
訓
導
」


